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お祭 りの子供たち、誕生間近の

おなかの 子に話 しかける母と幼い

娘、人||を観察するような 目のゴ
リラ。 121,4の こぢんまりとした空

い|こ、フ■かみのある写真が並ぶ。

こυ)スペース、 7J ttlk7きのおば

あ ′;ヾ /ψυ)′こy)に・夕lJ・ が クノリして
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(78)=写真中央=が写真を III味
にしたのは20年前。母の書病を終
え、第 2の人生の生 きがいにと始
めた。そのうちコンテス トでも入

贅するようにな り、海外へも撮影
‐
Fi行に行く熱中ぶ り。

そんな君代さんの悩みは、個展

やグループ属を開く手 ごろな場所

がないこと。銀座、青山の一等地は

1週間で 70万-80万 という料金の
上、予

“

りも数年先までいつばい。

公共の施設は年 2回の抽選と狭 き
l llだ。「予約 と寿・ |とどつちが先
か つて

'J談
を言うぐらい大変なん

ですJと 71代さんは苦笑する。
「じゃあ 11分たちでつくろう J
J XIい,1,ヽ ,んのりに、 り+波家υ)
7べ 家,ヽか  ■卜

'い

|した。ち よう

｀
写真ばあちゃん、

手作リギャラリーイJEll Spot

ど自宅の一部を資 していた美・●院

が閉店 し、次のテナン トがなかな

か決まらないときで もあつた。

「シャッターが上
‐lらないと街

が嗜くなる。ならば公共施設並み

の料金でみんな―l気軽に利用で き

る空間にしようと決めましたJと
息子の卓司さん・ 千尋さん夫婦。

初めてのギ ヤラ リー運営は、額

装や Rll明、予約受 け付けなど戸感

うことばか り。でも、絵画や詢芸

など趣味の作品を発表で きずに 本
つている人の気持ちは、よくわか

る。「まずはス クー トして ,代

`詢
ヤ

誤です」と家 lllは′

“

をそろえた。

|口 興の第 1∫ ,は、もちろん Arヽ
さんの

'メ
質″0だ。 6,,411●で。
(支 .:」り 贅、 1淑餃ⅢD


